
　 1819

やまなしの
－
知
ら
れ
ざ
る
魂
－

偉人たち
14

〈
記
事
監
修
〉
山
梨
大
学 

名
誉
教
授

　齋藤
康
彦

横
浜
で
西
洋
医
学
を
学
び

杉
浦
醫
院
を
開
業

　杉
浦
健
造
は
、１
８
６
６（
慶
応
２
）年

巨
摩
郡
西
条
村（
現・中
巨
摩
郡
昭
和
町
）

に
、杉
浦
家
六
代
目
当
主・大
輔
の
次
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。大
地
主
だ
っ
た
杉
浦
家
は

江
戸
時
代
初
期
か
ら
代
々
漢
方
医
を
営
ん

で
い
た
が
、江
戸
末
期
に
生
ま
れ
た
健
造
は

西
洋
医
学
を
志
し
た
。横
浜
で
修
業
し
医

業
開
業
免
許
状
を
得
る
と
、生
家
に
戻
っ
て

杉
浦
醫
院
を
開
業
。１
８
９
１（
明
治
24
）

年
、25
歳
の
こ
と
だ
っ
た
。

　開
業
し
た
健
造
の
元
に
は
、連
日
60
人

を
超
え
る
患
者
が
訪
れ
た
。そ
の
多
く
は

古
く
か
ら
甲
府
盆
地
で
恐
れ
ら
れ
て
き
た

「
水
腫
脹
満
」と
呼
ば
れ
る
奇
病
を
患
っ
て

い
た
。体
が
痩
せ
細
り
、皮
膚
は
黄
色
く
変

色
、腹
部
に
水
が
た
ま
って
大
き
く
膨
ら
み
動

け
な
く
な
り
、や
が
て
死
に
至
る
と
い
う
病
気

で
、米
作
り
を
生
業
と
す
る
農
民
や
、農
家
の

子
ど
も
た
ち
、さ
ら
に
は
、馬
や
牛
な
ど
の
動

物
の
体
ま
で
も
む
し
ば
ん
だ
。

　苦
し
む
人
々
を
目
の
当
た
り
に
し
た
健

造
は
、原
因
究
明
に
立
ち
上
が
っ
た
。膨
大

な
私
財
を
投
じ
、志
を
同
じ
く
す
る
医
師

た
ち
の
中
心
的
存
在
と
な
り
、共
に
研
究
を

重
ね
た
。そ
し
て
、中
巨
摩
郡
田
之
岡
村
下

高
砂（
現・南
ア
ル
プ
ス
市
）の
小
沢
鹿
十
郎

医
師
と
共
に
、こ
の
病
の
病
状
を
明
ら
か
に

し
、研
究
の
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　１
９
０
４（
明
治
37
）年
、中
巨
摩
郡
大
鎌

田
村
二
日
市
場（
現・甲
府
市
大
里
町
）の
三

神
三
朗
医
師
と
、岡
山
医
学
専
門
学
校
の
教

授・桂
田
富
士
郎
医
師
が
、病
気
の
原
因
が

新
種
の
寄
生
虫
に
あ
る
こ
と
を
発
見・実
証

し
、寄
生
虫
は「
日
本
住
血
吸
虫
」と
命
名

さ
れ
た
。そ
の
後
、日
本
住
血
吸
虫
は
皮
膚

か
ら
侵
入
す
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

１
９
１
３（
大
正
２
）年
夏
に
は
、こ
の
寄
生

虫
の
中
間
宿
主
が
後
に
ミ
ヤ
イ
リ
ガ
イ
と

呼
ば
れ
る
小
さ
な
巻
貝
で
あ
る
こ
と
を
、九

州
帝
国
大
学
の
教
授
・
宮
入
慶
之
助
が
発

見
す
る
。

　病
気
の
実
態
が
解
明
さ
れ
る
と
、健
造

は
中
間
宿
主
を
撲
滅
す
る
こ
と
で
こ
の

病
を
根
絶
し
よ
う
と
、ミ
ヤ
イ
リ
ガ
イ
を

エ
サ
に
す
る
ア
ヒ
ル
や
ホ
タ
ル
の
幼
虫
な
ど

を
飼
育
し
て
田
ん
ぼ
や
池
に
放
ち
、天
敵

に
よ
る
駆
除
を
試
み
た
。こ
う
し
た
活
動

は
、や
が
て
官
民
一
体
と
な
っ
て
の
感
染
予

防
啓
発
や
ミ
ヤ
イ

リ
ガ
イ
の
駆
除
と

い
っ
た
地
方
病
撲

滅
運
動
へ
と
発
展

し
た
が
、健
造
は

１
９
３
３（
昭
和
８
）

年
、志
半
ば
に
し
て

67
年
の
生
涯
を
終

え
た
。

　健
造
の
情
熱
は
、杉
浦
醫
院
の
跡
継
ぎ

で
あ
る
三
郎
に
受
け
継
が
れ
る
。三
郎
も

ま
た
、ミ
ヤ
イ
リ
ガ
イ
の
研
究
や
治
療
法
の

検
討
な
ど
、地
方
病
撲
滅
に
尽
力
し
た
。

１
９
４
９（
昭
和
24
）年
に
は
、同
年
創
設
さ

れ
た
山
梨
県
医
学
研
究
所
の
初
代
地
方
病

部
長
に
就
任
し
、戦
後
の
地
方
病
撲
滅
運

動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　１
９
９
６（
平
成
８
）年
２
月
19
日
、山
梨

県
は
地
方
病
の「
流
行
終
息
宣
言
」を
出

す
に
至
り
、こ
れ
を
も
っ
て「
地
方
病
撲
滅

の
闘
い
」は
幕
を
閉
じ
た
。ま
さ
に
、杉
浦
親

子
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
医
師
や
こ
の

病
に
苦
し
め
ら
れ
た
地
元
住
民
の
、長
年
の

努
力
が
も
た
ら
し
た
勝
利
で
あ
っ
た
。

地
方
病
に
苦
し
む
人
々
を

救
う
た
め
に

受
け
継
が
れ
る
情
熱

そ
し
て
終
息
宣
言
へ

昭和22年10月 山梨県行幸における昭和天皇の地方
病有病地視察。中巨摩郡玉幡村（現・甲斐市）にて杉
浦三郎による案内の様子。

す
い
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ま
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中巨摩郡昭和町西条新田850-1  TEL 055-275-1400

杉浦醫院

木造2階建ての杉浦醫院（医院）は、約３３００平方
メートルの敷地に大正から昭和にかけて建てられ
た。現在は、地域文化の発信拠点として、杉浦父子
が治療と研究を続けた医院と庭園を公開している。
（国登録有形文化財）

昭和町 風土伝承館

杉
浦
健
造

診療が行われていた当時のまま保存されている診察室（昭和町 風土伝承館 杉浦醫院）

か
つ
て
甲
府
盆
地
で

多
く
の
人
々
の
命
を
奪
っ
た
地
方
病
。

そ
の
研
究
と
治
療
に
、私
財
を
投
じ

生
涯
を
か
け
て
挑
ん
だ
医
師
・
杉
浦
健
造
の
志
は

跡
継
ぎ
三
郎
を
は
じ
め
と
す
る

後
進
の
医
師
・
研
究
者
に
受
け
継
が
れ

「
地
方
病
撲
滅
の
闘
い
」を
勝
利
へ
と
導
い
た
。

1866
1933

杉浦醫院にある地方病流行終息の碑




